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プレス通知資料（研究成果）     
 

報道関係各位 

2020 年 12 月 3 日 

国立大学法人 東京医科歯科大学 

 

「 口腔内細菌は食道がんのリスクファクターである 」 

― 唾液や歯垢を用いた食道がんスクリーニング法の開発に期待 ― 

 
【ポイント】 

 特定の口腔内細菌が食道がんのリスクファクターとなることが明らかになりました。 

 歯周病原細菌であるアグリゲイティバクター・アクチノミセテムコミタンス菌が食道がんと関連すること

を初めて発見しました。 

 特定の菌が歯垢や唾液から検出されると、食道がんのリスクが約5～32倍上昇することがわかりました。 

 食道がんのスクリーニングに口腔内細菌を利用できる道が開かれました。 

 

 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科、臨床腫瘍学分野の三宅智教授と川﨑万知子大学院生、歯周

病学分野の池田裕一助教らの研究グループは、同大学歯学部附属病院 口腔ケア外来、江戸川病院、総合

南東北病院オーラルペリオセンターとの共同研究で、口腔内細菌が食道がんのリスクになり得ることをつきと

めました。その研究成果は、国際医学誌 Cancer（キャンサー）に、2020 年 11 月 6 日にオンライン版で発表され

ました。 

 

【研究の背景】 

食道がんはがんの死因のなかでも６番目に多く、また発症数では世界で７番目に多いがんです。早期診断

が困難であり、浸潤や転移の頻度が高く、生存率が低いことが食道がんの特徴です。一方、歯周病は歯茎の

炎症や出血から始まり、歯を支える骨や線維など深い組織に炎症が広がり、最終的には歯が喪失してしまう、

日本でもとても高い罹患率の口腔内細菌感染症です。歯周病は糖尿病や動脈硬化などを含む全身疾患の悪

化に関与していると言われています。がんにおいても歯周病がリスクを増加させる可能性があると報告されて

きました。これまでいくつかの研究により、口腔内に存在する細菌や歯周病に関わる細菌が消化管のがん組

織から検出されたことが報告されています。食道や胃のがん組織において口腔内の膿瘍で良く検出されるスト

レプトコッカス アンギノーサス菌※1 が発見されたことで、消化管がんと細菌の関連がより注目を集めるように

なりました。食道がん細胞をストレプトコッカス アンギノーサス菌に感染させると、発がんが促進することが知

られています。これらの知見に基づいて、口腔内細菌と食道がんの関連が示唆されてきましたが、食道がんと

歯周病、それぞれの臨床所見に基づいて、口腔内細菌のがんへの影響を検討した研究はこれまでほとんどあ

りませんでした。本研究では、食道がん患者における口腔内所見と口腔内細菌叢の特徴を明らかにすることを
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目的としました。 

 

【研究成果の概要】 

本学医学部附属病院消化器外科に入院した食道がんと診断された患者６１名と非がんの患者６２名の口腔

内の診察を行い、唾液と歯茎の下の歯垢を採取しました。採取したサンプルから細菌の DNA を抽出し、リアル

タイム PCR 法※2 を用いて 7 種類の口腔細菌の菌数を計測しました。 

食道がんの患者では非がんの患者と比較すると、歯周

病の状態が有意に悪く、喫煙率や飲酒習慣が高いこと

がわかりました(表 1)。 

歯茎の下の歯垢中には歯周病に関わる多くの細菌

が有意に高く検出されました。なかでもアグリゲイティ

バクター アクチノミセテムコミタンス菌※４はがん患者で

16 人検出されたのに対し、非がん患者ではわずか 1 名

しか検出されませんでした（図 1）。 

唾液では、アグリゲイティバクター アクチノミセテムコ

ミタンス菌の検出率ががん患者で有意に高く、アグリゲイ

ティバクター アクチノミセテムコミタンス菌とストレプトコ

ッカス アンギノーサス菌の量ががん患者で有意に多く

検出されました。 

 得られた結果から食道がんのリスクとなる因子を見つ

けるため、ロジスティック回帰分析※5 を用いて統計学的

に解析を行いました。結果、飲酒習慣で 17.10 倍、歯垢

中のストレプトコッカス アンギノーサス菌の検出で 32.80

倍、唾液中のアグリゲイティバクター アクチノミセテムコ

ミタンス菌の検出で 5.77 倍、食道がんの患者が増加する

という結果が得られました。（表 2） 

 

 

【研究成果の意義】 

食道がん患者の長期生存率は依然として低いままです。これは食道がんの特徴である周囲の臓器や組織

への急速な広がりと無症候性の浸潤が、早期発見を困難にしていることが理由です。つまり早期のスクリーニ

ング、検出、および診断は、食道がんの重要な要素となります。本研究では、初めてアグリゲイティバクター ア

クチノミセテムコミタンス菌が食道がんと関連することを発見しました。また、アグリゲイティバクター アクチノミ

セテムコミタンス菌やストレプトコッカス アンギノーサス菌、生活習慣のアンケート結果を組み合わせることで、

迅速で簡単な食道がんのスクリーニング方法が開発できるかもしれないという臨床的重要性を示唆しています。 

項目 がん 非がん 

平均歯周ポケット深さ※3 2.7 mm 2.1 mm 

歯肉からの平均出血率 17% 6% 

飲酒習慣 93% 48% 

喫煙歴 

非喫煙者 16% 44% 

過去喫煙者 56% 43% 

現在喫煙者 28% 15% 

リスク因⼦ オッズ⽐※6 
飲酒習慣 17.1 倍 

アグリゲイティバクター アクチ

ノミセテムコミタンス菌の検出 

（唾液中） 

5.77 倍 

ストレプトコッカス アンギノーサ

ス菌の検出 

（歯垢中） 

32.8 倍 

表１ 対象者の歯周組織の状態と生活習慣 

図１ アグリゲイティバクター アクチノミセテ

ムコミタンス菌 検出者数 

表 2 食道がんのリスク因子とオッズ比 
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【用語解説】 

※1 ストレプトコッカス アンギノーサス菌 

口腔常在菌。口腔内の膿瘍や歯性感染症、心内膜炎からよく検出されます。 

※2 リアルタイム PCR 法 

DNA を増幅させて、その増加をリアルタイムでモニタリングすることで、DNA の量を解析する技術です。 

※3 歯周ポケット深さ 

歯茎と歯の間の溝の深さ。 

※4 アグリゲイティバクター アクチノミセテムコミタンス菌 

歯周病原細菌の一種で、身体の免疫反応の際に働く細胞を壊すロイコトキシンという毒素を産生します。若年

者の歯周炎や重度の歯周炎の際に検出されることがあります。 

※5 ロジスティック回帰分析 

ある現象が発生する確率を、複数の要因の組み合わせから解析する方法です。 

※6 オッズ比 

ある疾患などへのかかりやすさを２つの群で比較して示した尺度です。オッズ比が１より大きいと，疾患へのか

かりやすさが高いことを意味します。逆に，オッズ比が１より小さいと、かかりにくいことを意味します。 

 

【論文情報】 

掲載誌： Cancer 

論文タイトル： Oral Infectious Bacteria in Dental Plaque and Saliva as Risk Factors in Patients with 

Esophageal Cancer 
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【問い合わせ先】 

＜研究に関すること＞ 

東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 

歯周病学分野 池田 裕一（イケダ ユウイチ） 

TEL：03-5803-5488 FAX：03-5803-0196 

E-mail：ikeda.peri@tmd.ac.jp 

 

＜報道に関すること＞ 

東京医科歯科大学 総務部総務秘書課広報係 

〒113-8510 東京都文京区湯島 1-5-45 

TEL：03-5803-5833 FAX：03-5803-0272 

E-mail：kouhou.adm@tmd.ac.jp 

 


